
���������������������������������������
���������������������������������������
���������������������������������������
���������������������������������������
���������������������������������������
���������������������������������������
���������������������������������������

生
産
性
、約
１０００
倍
に

希 少
アミノ酸

ス
マ
ー
ト
セ
ル
活
用

ナ
ガ
セ
Ｒ
＆
Ｄ

セ

ン

タ

ー

デ
ジ
タ
ル
・
脱
炭
素
に
厚
く

経
産
省
概
算
要
求
、総
額
１.４
兆
円

�

日
本
精
化
の
強
み

は
。

「
化
粧
品
原
料
を
は
じ
め
、

医
薬
品
を
患
部
に
届
け
る
技

術
で
あ
る
ド
ラ
ッ
グ
デ
リ
バ

リ
ー
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｄ
Ｓ
）

に
使
わ
れ
る
高
純
度
リ
ン
脂

質
、
広
範
な
分
野
で
用
い
ら

れ
て
い
る
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ

ル
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
用
滑
剤
、
環
境

衛
生
商
品
で
は
手
指
消
毒
剤

や
業
務
用
石
け
ん
な
ど
、
国

内
外
の
関
係
会
社
を
含
め
さ

ま
ざ
ま
な
製
品
を
手
が
け
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ッ
チ
分

野
で
活
躍
し
て
い
る
。
関
わ

る
業
界
は
多
岐
に
わ
た
り
、

グ
ル
ー
プ
全
体
で
は
景
気
変

動
の
影
響
を
受
け
に
く
く
、

財
務
基
盤
も
盤
石
だ
」

�

今
年
２
月
に
創
業
１

０
２
年
を
迎
え
ま
し

た
。
飛
躍
を
遂
げ
て
こ

ら
れ
た
秘
訣
は
。

「
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、

新
製
品
、
新
事
業
を
生
み
出

し
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た
。

常
に
変
革
の
意
識
を
持
ち
、

挑
戦
し
て
き
た
こ
と
が
要
因

だ
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

新
し
い
こ
と
に
挑
み
、
将
来

に
つ
な
げ
て
い
く
」

�

重
点
を
置
く
製
品
・

事
業
は
。

「
主
力
の
化
粧
品
原
料
事

業
と
と
も
に
、
医
薬
用
高
純

度
リ
ン
脂
質
事
業
も
拡
大
さ

せ
る
。
全
世
界
で
新
薬
の
開

発
が
減
少
し
て
い
る
な
か
、

承
認
さ
れ
て
い
る
薬
で
異
な

る
疾
患
に
対
し
て
薬
効
を
見

つ
け
出
す
ド
ラ
ッ
グ
リ
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
（
既
存
薬
再
開

発
）
や
、
有
効
な
治
療
法
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
疾
患
に

対
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
で
あ
る

ア
ン
メ
ッ
ト
メ
デ
ィ
カ
ル
ニ

ー
ズ
に
か
か
わ
る
創
薬
の
研

究
開
発
は
活
発
化
し
て
い

る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
Ｄ

Ｄ
Ｓ
向
け
高
純
度
リ
ン
脂
質

の
引
き
合
い
が
増
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
背
景

に
、
１
回
の
投
資
額
と
し
て

は
過
去
最
高
と
な
る
約
２７
億

円
を
投
じ
て
高
砂
工
場
（
兵

庫
県
高
砂
市
）
内
に
プ
ラ
ン

ト
を
新
設
し
、
生
産
能
力
を

増
強
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

す
で
に
着
工
し
て
お
り
、
２２

年
内
に
完
工
、
稼
働
さ
せ
た

い
」

�

海
外
展
開
は
い
か
が

で
す
か
。

「
化
粧
品
原
料
は
、
東
ア

ジ
ア
市
場
の
開
拓
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
中

国
で
は
有
力
な
代
理
店
と
手

を
組
め
た
こ
と
が
奏
功
し
、

現
地
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た

素
材
を
作
り
、
採
用
実
績
を

積
み
重
ね
る
な
ど
順
調
に
進

展
し
て
い
る
。
人
口
が
増
加

し
若
者
の
比
率
が
高
い
東
南

ア
ジ
ア
で
も
、
化
粧
品
原
料

を
拡
販
し
て
い
け
る
よ
う
市

場
調
査
を
行
っ
て
い
る
」

「
海
外
で
新
規
ビ
ジ
ネ
ス

も
立
ち
上
げ
た
い
。
台
湾
で

医
薬
用
高
純
度
リ
ン
脂
質
の

商
機
を
探
っ
て
お
り
、
昨
年

に
は
台
湾
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
用
機
能
性
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

剤
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
台

湾
子
会
社
と
日
本
の
研
究
開

発
部
門
が
協
力
し
て
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
た
」

�

さ
ら
な
る
成
長
に
は

新
規
事
業
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

「
中
長
期
を
見
据
え
た
種

ま
き
が
必
要
。
こ
の
一
環
で
、

社
長
直
轄
組
織
と
し
て
酵
素

技
術
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
れ
ま

で
酵
素
を
利
用
す
る
製
品
、

事
業
が
あ
り
着
目
し
て
い

た
。
酵
素
の
特
異
的
な
反
応

を
駆
使
し
て
工
程
短
縮
を
図

っ
た
り
、
新
た
な
事
業
を
創

出
で
き
な
い
か
探
索
し
て
い

く
。
本
格
始
動
は
今
年
１０
月

以
降
を
予
定
し
て
い
る
。
酵

素
を
活
用
で
き
れ
ば
環
境
負

荷
低
減
に
寄
与
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
目
標
の

達
成
に
も
貢
献
で
き
る
」

�

解
決
す
べ
き
課
題

は
。

「
企
業
に
と
っ
て
人
は
最

も
重
要
で
あ
り
、
人
材
育
成

は
も
ち
ろ
ん
、
働
き
方
改
革

も
推
進
し
て
い
く
。
本
社
、

各
工
場
な
ど
で
は
デ
ジ
タ
ル

化
も
進
め
て
い
き
た
い
」

（
聞
き
手
�
細
井
康
弘
、
池

田
旭
郎
）

リ
チ
ウ
ム
ビ
ス
（
フ
ル
オ

ロ
ス
ル
ホ
ニ
ル
）
イ
ミ
ド（
Ｌ

ｉ
Ｆ
Ｓ
Ｉ
）「
イ
オ
ネ
ル
」
は

粉
末
状
の
素
材
。
Ｌ
ｉ
Ｂ
の

主
要
部
材
で
あ
る
電
解
質
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
で
、
低

温
か
ら
高
温
ま
で
の
幅
広
い

温
度
範
囲
で
電
池
の
サ
イ
ク

ル
特
性
や
レ
ー
ト
特
性
、
保

存
安
定
性
の
向
上
に
著
し
い

効
果
を
発
揮
す
る
。

主
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動

車
や
Ｅ
Ｖ
に
搭
載
さ
れ
る
Ｌ

ｉ
Ｂ
の
電
解
質
向
け
添
加
剤

と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、

ア
ジ
ア
を
中
心
に
引
き
合
い

が
増
し
て
い
る
。
全
固
体
電

池
な
ど
次
世
代
電
池
の
電
解

質
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。

添
加
剤
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
主
剤
と
し
て
使
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
提
案
活
動
に
力

を
注
い
で
き
た
。

２
年
ほ
ど
前
に
国
内
で
生

産
を
開
始
。
年
産
３
０
０
�

の
製
造
設
備
は
フ
ル
稼
働
に

近
づ
き
つ
つ
あ
り
、
今
後
の

需
要
拡
大
に
備
え
増
強
を
決

め
た
。
日
触
テ
ク
ノ
フ
ァ
イ

ン
ケ
ミ
カ
ル
の
本
社
・
工
場

敷
地
内
に
独
自
プ
ロ
セ
ス
に

よ
る
年
２
０
０
０
�
の
製
造

設
備
を
設
け
る
。

Ｌ
ｉ
Ｆ
Ｓ
Ｉ
は
高
純
度
化

が
困
難
で
、
生
産
や
品
質
管

理
に
は
高
度
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が

必
要
。
日
本
触
媒
で
は
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
生
産
技
術

を
駆
使
し
、
安
定
的
に
作
る

こ
と
が
で
き
る
技
術
を
確
立

し
た
。

き
ょ
う
１
日
付
で
「
イ
オ

ネ
ル
建
設
チ
ー
ム
」
を
設
置

し
、
設
備
設
計
に
着
手
す
る
。

新
規
製
造
設
備
を
稼
働
さ
せ

た
後
も
、
年
産
３
０
０
�
設

備
は
稼
働
を
続
け
る
。

新
設
備
の
立
ち
上
げ
な
ど

と
並
行
し
て
、
次
の
設
備
投

資
計
画
の
検
討
も
進
め
る
。

今
後
も
市
場
は
世
界
的
に
成

長
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
２５
年
以
降
の
需
要
に
応

え
る
た
め
、
欧
州
で
の
生
産

を
協
議
す
る
と
し
て
い
る
。

コスメディ製薬（京都市）は、美
容成分などを微細な針状に結晶化す

ることで肌へ効率的に届ける「マイクロ
ニードル」技術の提案を加速している。
ここ数年で国内のマイクロニードル化粧
品市場は急激に拡大している。同社のＯ
ＥＭ（相手先ブランドによる生産）事業
も好調で、さらなる商機を掴もうと、新
たな用途の製品を投じた。マイクロニー
ドル化粧品のパイオニアとしての地位を
不動のものにしていく。（製品�新商品の
唇専用パック「リップショット」）

Ｌ
ｉ
Ｂ
の
性
能
向
上
に
寄
与
す
る

「
イ
オ
ネ
ル
」（
上
）
の
製
造
設
備

を
新
設
す
る
グ
ル
ー
プ
の
日
触
テ

ク
ノ
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル

日
本
触
媒
は
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
２
次
電
池
（
Ｌ
ｉ
Ｂ
）
用
の
新
規
電

解
質
「
イ
オ
ネ
ル
」
を
増
産
す
る
。
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
な
ど
世
界
的

な
普
及
に
と
も
な
い
、
低
温
お
よ
び
高
温
特
性
に
優
れ
る
同
電
解
質
の
需

要
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
の
日
触
テ
ク
ノ
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ

カ
ル
の
本
社
・
工
場
（
千
葉
県
市
川
市
）
に
年
産
２
０
０
０
�
の
製
造
設

備
を
新
設
し
、
現
状
年
間
３
０
０
�
の
生
産
能
力
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
。

商
業
生
産
開
始
は
２
０
２
３
年
春
ご
ろ
を
予
定
。
現
在
の
売
上
高
は
数
十

億
円
だ
が
、
２４
年
に
は
１
０
０
億
円
超
を
目
指
す
。

経
営
企
画
が
長
く
、
３
代
の
社
長
の
も
と
で
鍛
え
ら
れ
た
。
変
化
の
速
度

は
速
ま
っ
て
い
る
が
、
自
ら
先
頭
に
立
ち
、
変
革
の
意
識
を
持
っ
て
対
応
す

る
と
い
う
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
示
す
。
社
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

回
り
で
は
前
社
長
の
矢
野
進
会
長
の
助
言
を
受
け
、
冒
頭
に
「
名
字
は
同
じ

で
す
が
、
親
族
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
が
決
ま
り
文
句
に
。

２ 日本材料技研がポストグラフェン製法

３ 東南ア開拓へタイ現地法人�永和化成

４「体動センサ」に量産モデル�住友理工

５ 開胸手術せず心臓再生�ハートシード

９ 舟山石化基地、３期でファイン・新材料

６～７ バイオ産業特集

長
瀬
産
業
の
研
究
開
発
施

設
で
あ
る
ナ
ガ
セ
Ｒ
＆
Ｄ
セ

ン
タ
ー
は
微
生
物
を
用
い
、

希
少
ア
ミ
ノ
酸
の
エ
ル
ゴ
チ

オ
ネ
イ
ン（
Ｅ
Ｇ
Ｔ
）の
生
産

性
を
飛
躍
的
に
高
め
た
。
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）

の
「
ス
マ
ー
ト
セ
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
開
発
さ
れ
た
バ

イ
オ
技
術
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
研
究
開
始
時
に
比
べ
生

産
性
を
約
１
０
０
０
倍
に
向

上
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
生

産
効
率
を
達
成
し
た
。
天
然

の
抗
酸
化
物
質
で
あ
る
Ｅ
Ｇ

Ｔ
は
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
化

粧
品
、
医
薬
品
な
ど
の
分
野

で
利
用
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
今
後
は
開
発
し
た
生
産

菌
株
を
活
用
し
早
期
事
業
化

を
目
指
す
。

Ｅ
Ｇ
Ｔ
は
キ
ノ
コ
な
ど
に

微
量
に
含
ま
れ
る
天
然
ア
ミ

ノ
酸
で
、
強
い
抗
酸
化
活
性

を
持
つ
。
食
事
か
ら
摂
取
し

た
Ｅ
Ｇ
Ｔ
が
脳
機
能
の
改
善

や
皮
膚
、
眼
、
各
種
臓
器
に

お
け
る
酸
化
ス
ト
レ
ス
か
ら

細
胞
を
保
護
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。
天
然
物
か
ら
抽
出
す

る
方
法
は
低
含
量
の
た
め
安

定
的
な
供
給
が
困
難
で
、
化

学
合
成
法
は
環
境
負
荷
が
大

き
い
こ
と
が
課
題
。
両
製
法

と
も
製
造
コ
ス
ト
が
高
く
、

安
価
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど

に
高
含
有
量
で
使
用
す
る
こ

と
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

ナ
ガ
セ
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

は
独
自
の
発
酵
技
術
を
コ
ア

技
術
と
し
て
、
２
０
１
５
年

に
Ｅ
Ｇ
Ｔ
を
安
定
的
に
供
給

で
き
る
環
境
配
慮
型
バ
イ
オ

生
産
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
を
開

始
し
た
。
１９
年
度
か
ら
は
、

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
ス
マ
ー
ト
セ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、

産
業
技
術
総
合
研
究
所
、
奈

良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大

学
、
神
戸
大
学
、
東
北
大
学

と
と
も
に
「
希
少
ア
ミ
ノ
酸

エ
ル
ゴ
チ
オ
ネ
イ
ン
高
生
産

ス
マ
ー
ト
セ
ル
の
開
発
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

今
回
、
酵
素
改
変
設
計
技

術
と
代
謝
経
路
設
計
技
術
、

Ｈ
Ｔ
Ｐ
（
ハ
イ
ス
ル
ー
プ
ッ

ト
）
微
生
物
構
築
・
評
価
技

術
、
輸
送
体
探
索
技
術
の
４

つ
の
ス
マ
ー
ト
セ
ル
基
盤
技

術
を
活
用
。
Ｅ
Ｇ
Ｔ
排
出
輸

送
体
（
エ
ク
ス
ポ
ー
タ
ー
）

の
同
定
お
よ
び
強
化
と
、
Ｅ

Ｇ
Ｔ
合
成
酵
素
の
高
機
能
化

と
い
う
２
つ
の
課
題
を
解

決
、
細
胞
内
の
生
産
反
応
を

最
適
化
し
大
幅
な
生
産
性
向

上
を
実
現
し
た
。

今
後
は
工
業
化
を
見
据
え

た
プ
ロ
セ
ス
開
発
に
注
力

し
、
数
年
後
の
商
業
化
を
見

込
む
。
Ｅ
Ｇ
Ｔ
の
供
給
に
関

し
て
は
、
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｅ
グ

ル
ー
プ
の
ナ
ガ
セ
ケ
ム
テ
ッ

ク
ス
や
外
部
パ
ー
ト
ナ
ー
企

業
で
の
生
産
を
検
討
す
る
。

将
来
、
安
価
で
高
純
度
な
Ｅ

Ｇ
Ｔ
を
大
量
に
供
給
す
る
体

制
を
構
築
し
、
サ
プ
リ
や
化

粧
品
、
医
薬
品
な
ど
へ
の
活

発
な
利
用
を
促
す
。

�…「人工光合成
で活用できる水の酸

化触媒の合成などに

挑戦する世界の研究

者のひらめきのきっ

かけになれ

ばいい」と

考えている

のは、光合

成研究の第

一人者であ

る大阪市立

大学の神谷

信夫特別招へい教

授。「光化学系�（Ｐ
Ｓ�）のなかにある
酸素発生中心（ＯＥ

Ｃ）は、３０億年前か

ら構造が変わらな

い」そうで、とくに

若手研究者に対し

「ＯＥＣのことを知

ってもらうことで、

独自の触媒を作り出

すなどしてほしい」

とエールを送る。

�…世界で猛威を
振るう新型コロナウ

イルスにより楽しみ

が 奪 わ れ

た。毎年、

盆と正月に

故郷の愛知

県に帰省し

ているが、

そ の 際 に

「地元の友

人たちと麻雀卓を囲

むのが恒例行事」と

なっている。ただ、今

年の夏は感染防止の

ため中止に。「来年の

正月には麻雀を楽し

みたい」と、新型コ

ロナの収束を願う。

〔やの・ひろし〕１９８９年（平成元年）立

命館大学法学部卒、同年日本精化入

社。２００６年９月企画室長、１０年執行役

員、１５年取締役精密化学品事業本部長、

１７年同リピッド事業部長、２０年６月代

表取締役執行役員社長。大阪府出身、

５６歳。

経
済
産
業
省
は
、
総
額
１

兆
４
３
３
５
億
円
と
な
る
２

０
２
１
年
度
の
概
算
要
求
を

ま
と
め
た
。
今
年
度
当
初
予

算
比
１２
・
７
％
増
。
デ
ジ
タ

ル
活
用
、
脱
炭
素
化
へ
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
手
厚

く
配
分
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
求
め

る
構
造
転
換
を
成
長
へ
の
契

機
と
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
産

業
の
転
換
へ
の
予
算
を
３
８

９
億
円
に
倍
増
し
た
。
モ
ビ

リ
テ
ィ
・
バ
イ
オ
分
野
な
ど

で
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
新
た

な
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を
効
率

的
に
創
出
す
る
た
め
、
事
業

者
間
で
の
デ
ー
タ
の
共
有
や

共
同
開
発
の
取
り
組
み
を
支

援
。
さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
人
材
と

中
小
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
・

協
働
を
促
進
す
る
。

事
業
・
分
野
間
で
異
な
る

シ
ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
を
つ
な

ぐ
た
め
の
標
準
を
策
定
し
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
化
。
デ

ジ
タ
ル
化
を
支
え
る
量
子
、

Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
自
動
走

行
な
ど
の
研
究
開
発
も
推
進

す
る
。

脱
炭
素
化
に
向
け
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換
に
は
同
１５
％
増

の
４
９
０
２
億
円
を
計
上
し

た
。
最
先
端
の
高
効
率
石
炭

火
力
（
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）
の
実
働

に
向
け
た
設
備
導
入
の
ほ

か
、
人
工
光
合
成
、
Ｃ
Ｏ
２

の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
原
料
化
な
ど

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
関
連

予
算
を
増
額
。
新
規
事
業
と

し
て
、
生
産
プ
ロ
セ
ス
に
生

物
を
応
用
す
る
こ
と
で
脱
炭

素
化
を
進
め
る
バ
イ
オ
由
来

製
品
生
産
技
術
の
確
立
も
盛

り
込
ん
だ
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強

じ
ん
化
に
は
同
３６
％
増
の
５

９
９
億
円
を
充
て
た
。
５
Ｇ

（
第
５
世
代
通
信
）
な
ど
を

活
用
し
て
想
定
外
の
環
境
変

化
へ
の
製
造
業
の
対
応
力
を

高
め
る
ほ
か
、
半
導
体
な
ど

重
要
産
業
分
野
を
重
点
的
に

支
援
す
る
。

き
ょ
う
１０
月
１
日
は
衣
替
え
の

日
。
朝
晩
め
っ
き
り
涼
し
く
な
っ
た

こ
の
時
期
、
来
る
べ
き
季
節
に
備
え

た
装
い
に
改
め
な
く
て
は
い
け
な
い

と
感
じ
る
。
た
だ
近
年
、
ク
ー
ル
ビ

ズ
・
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
が
推
奨
さ
れ
る

な
か
、
面
倒
臭
さ
も
手
伝
っ
て
、
な

か
な
か
踏
み
切
れ
な
い
。
ま
し
て
や
在
宅
勤
務
の
増
加

で
、
そ
の
習
慣
は
風
化
し
て
い
く
よ
う
に
も
思
え
る

▼
き
ょ
う
か
ら
変
わ
る
も
の
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も

の
が
酒
税
だ
。
ビ
ー
ル
の
税
が
７
円
引
き
下
げ
ら
れ
る

一
方
で
、
第
３
の
ビ
ー
ル
は
１０
円
程
度
の
引
き
上
げ

だ
。
２
０
１
８
年
の
酒
税
法
改
正
に
と
も
な
う
も
の

で
、２６
年
１０
月
ま
で
に
３
段
階
で
そ
れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ
、

最
後
に
は
発
泡
酒
と
と
も
に
「
発
泡
性
酒
類
」
と
し
て

同
率
に
な
る
計
画
だ
▼
考
え
て
み
れ
ば
、
消
費
税
が
１０

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
が
、
ち
ょ
う
ど
１
年
前
。
そ

の
後
は
コ
ロ
ナ
も
あ
っ
て
経
済
は
落
ち
込
み
、
在
宅
勤

務
の
増
加
で
家
飲
み
が
日
課
と
い
う
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は

増
え
た
。
課
税
額
が
減
っ
て
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
は

理
解
で
き
る
が
、
庶
民
に
と
っ
て
酒
税
の
引
き
上
げ
は

悲
し
い
ば
か
り
▼
だ
が
、
今
月
か
ら
は
日
本
酒
の
税
は

引
き
下
げ
ら
れ
る
。
チ
ュ
ー
ハ
イ
も
２６
年
ま
で
は
据
え

置
き
だ
。
ホ
ッ
と
一
安
心
と
自
分
に
納
得
さ
せ
て
、
と

り
あ
え
ず
は
そ
こ
に
希
望
を
見
出
し
、
税
金
と
好
み
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
努
力
す
る
し
か
な
い
。
新
た

な
生
活
様
式
の
な
か
で
、
お
酒
の
飲
み
方
も
変
え
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
よ
う
だ
。

（
２０
・
１０
・
１
）
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常に変革を意識し成長

日日本本精精化化
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